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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/
（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

としょかんカレンダー

●小説　嵯峨野花譜（葉室麟／著） 病弱探偵（岡崎琢磨／著）
　桶狭間の四人（鈴木輝一郎／著） ネメシスの使者（中山七里／著） とるとだす
　（畠中恵／著） タフガイ（藤田宜永／著） 南風（みなみ）吹く（森谷明子／著）
　マイ・ディア・ポリスマン（小路幸也／著） 暗闇のアリア（真保裕一／著）
　晩夏の墜落（ノア・ホーリー／著）

●随筆・詩などの文学　バブルノタシナミ（阿川佐和子／著）
　あなただけじゃないんです（瀬戸内寂聴／著） 三博四食五眠（阿佐田哲也／著）
　ルーアンの丘（遠藤周作／著） 丹野智文笑顔で生きる（丹野智文／著　奥野修司／
　文・構成） 乱歩と正史（内田隆三／著）

●その他の本　週末でつくる紙文具（永岡綾／著） セルフリノベー
　ションの教科書（坂田夏水／著） ボコ・ハラム（白戸圭一／著）
　歴メシ！（遠藤雅司／著） 失敗の法則（池田信夫／著）
　子や孫にしばられない生き方（河村都／著）
　ラクしておいしいあつまりごはん（城川朝／著）
　福岡伸一、西田哲学を読む（池田善昭、福岡伸一／著）

（ ）平成29年8月

貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

10
6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

團伊玖磨記念『筑後川』IN太宰府2017の開催に伴い、10月29日㈰は臨時休館します。なお、10月25日㈬を臨時開館します。

高
杉
晋し

ん
さ
く作

尊
攘
の
信
念

　

下
関
市
長
府
の
功こ

う
ざ
ん山

寺じ

境
内
に
は
、
具
足

を
着
け
帯
刀
し
た
、
馬
上
の
高
杉
晋
作
像
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
元げ

ん

治じ

元（
１
８
６
４
）

年
12
月
15
日
夜
、
当
時
功
山
寺
に
潜
居
し
て

い
た
尊
攘
派
公
家
・
三
条
実さ

ね
と
み美

ら
五
卿
の
寝

所
を
雪
中
に
突
然
訪
れ
訣
別
を
告
げ
、
総

勢
80
人
程
度
の
隊
を
率
い
て
挙
兵
し
た
晋
作

の
姿
を
表
し
た
も
の
で
す
。
向
か
っ
た
の
は

新し
ん

地ち

会
所
（
下
関
市
上
新
地
町
）。
こ
こ
は

同
年
７
月
の
禁
門
の
変
後
、
朝
敵
と
な
っ
た

長
州
藩
の
藩
政
を
掌
握
し
た
、
幕

府
へ
の
絶
対
恭
順
を
旨
と
す
る
俗

論
派
政
府
の
馬ば

関か
ん

根
拠
地
で
し
た
。

　

晋
作
は
長
州
藩
士
高
杉
小こ

忠ち
ゅ
う

太た

（
名
は
春は

る

樹き

）
の
嫡
子
で
、
名

は
春は

る
か
ぜ風

、
字あ

ざ
な

は
暢

ち
ょ
う

夫ふ

。
晋
作
は

通
称
で
す
。
晩
年
に
は
谷
潜せ

ん
ぞ
う蔵

と

改
名
。
天
保
10
（
１
８
３
９
）
年

に
生
ま
れ
、
19
歳
の
こ
ろ
か
ら

松し
ょ
う

下か

村そ
ん

塾じ
ゅ
く

に
学
び
ま
す
。
文ぶ

ん

久き
ゅ
う

２
（
１
８
６
２
）
年
、
幕
吏
に
同

道
し
て
上
海
に
渡
航
。
そ
こ
で
晋
作
が
見
た

の
は
、
外
国
の
支
配
下
に
堕
ち
た
か
つ
て
の

強
国
・
清
の
現
状
と
西
洋
式
軍
備
の
脅
威
で

し
た
。
こ
の
経
験
は
彼
の
（
軍
備
充
実
の
上

で
の
）
攘
夷
の
信
念
を
固
め
る
重
要
な
契
機

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

元
治
元
年
11
月
、
晋
作
は
筑
前
に
潜
行

し
ま
す
。
こ
れ
は
筑
前
勤
皇
党
の
一
人
、
中

村
円え

ん

太た

の
画
策
に
よ
る
も
の
で
、
九
州
諸
藩

の
尊
攘
派
に
連
合
の
働
き
か
け
を
ね
ら
っ
た

も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
目
論
見
は
は
ず
れ
、

し
か
も
晋
作
の
不
在
中
に
長
州
藩
で
は
、
藩

主
が
詰
め
腹
切
ら
さ
れ
て
も
武
装
を
解
い
て

幕
府
を
容
れ
る
方
針
の
俗
論
派
が
台
頭
、
こ

の
情
勢
に
晋
作
は
悲
憤
し
て
国
元
に
引
き
返

し
、
つ
い
に
功
山
寺
で
の
挙
兵
に
至
り
ま
す
。

　
「
自
分
が
も
し
馬
関
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き

た
ら
、
招
魂
場
に
お
ま
つ
り
く
だ
さ
い
。（
中

略
）
前
文
に
申
し
上
げ
た
通
り
、
赤あ

か
ま
が
せ
き

間
関
の

鬼
と
な
っ
て
討
ち
死
に
す
る
結
末
な
の
で
、

（
中
略
）
自
分
は
死
ん
で
も
恐
れ

な
が
ら
天
満
宮
の
ご
と
く
に
な
り
、

赤
間
関
の
鎮ち

ん
じ
ゅ主

と
な
る
志
で
す
。」

（『
東と

う

行ぎ
ょ
う

先
生
遺
文
』）

　

こ
れ
は
、
晋
作
が
帰
国
後
、
筑

前
行
に
同
道
し
た
大
庭
伝
七
（
志

士
た
ち
を
援
け
た
豪
商
・
白
石

正
一
郎
の
実
弟
）
に
宛
て
た
手
紙

の
一
文
で
す
。「
天
満
宮
の
ご
と

く
」
と
は
菅
原
道
真
の
こ
と
を
指

す
の
で
し
ょ
う
か
。
晋
作
は
天
神

信
仰
に
篤あ

つ

か
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
陣
所
に
常

に
あ
っ
た
と
い
う
「
菅
原
大
神
」（
清き

よ
す
え末
藩
主

毛
利
元も

と
ず
み純

揮
毫
）
の
守
護
旗
が
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。
攘
夷
に
討
幕
に
、
隊
を
率
い
て
連
戦

し
た
晋
作
で
し
た
が
、
慶
応
２（
１
８
６
６
）

年
の
秋
口
か
ら
病
に
よ
り
戦
陣
を
離
れ
、
翌

春
４
月
、
29
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
時

代
の
行
く
末
を
見
ず
し
て
の
永
逝
は
、
さ
ぞ

無
念
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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